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牡
鹿
で
最
大
5.3
㍍
東
南
東
に
ズ
レ
、
沈
下
1.2
㍍

津
波
の
浸
水
561
平
方
㌔
㍍
、
山
手
線
内
の
９
倍

　

地
震
や
津
波
な
ど
自
然
災
害
が
発
生
し
た
時
、
重
要
な
役

割
を
果
た
す
の
が
地
図
で
あ
る
。
観
測
で
把
握
し
た
災
害
状

況
を
地
図
に
落
と
し
込
み
、
そ
れ
を
も
と
に
、
人
命
救
助
や

被
災
者
支
援
、
復
旧
・
復
興
計
画
な
ど
が
練
ら
れ
る
。
国
土

の
領
域
を
確
定
し
、
土
地
を
測
量
す
る
に
も
正
確
な
デ
ー
タ

収
集
が
不
可
欠
だ
。
東
日
本
大
震
災
で
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
や

先
端
技
術
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
、
被
災
状
況
が

刻
々
と
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
観
測
の
基
準
点
と
な
る

設
備
も
被
災
し
た
の
だ
。
復
興
へ
の
歩
み
は
着
実
に
始
ま
っ

て
い
る
。
デ
ー
タ
収
集
の
中
核
を
担
う
国
土
交
通
省
国
土
地

理
院
に
、
被
害
の
実
態
と
、
今
後
の
復
旧
へ
の
課
題
な
ど
を

聞
い
た
。　

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
の
連
続
観
測
を
行

う
電
子
基
準
点
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
連
続
観

測
点
）は
２
０
１
０
年
10
月
現
在
、

全
国
１
２
４
０
カ
所
に
約
20
㌔
㍍

間
隔
で
設
置
。
各
種
測
量
の
基
準

点
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、

地
震
調
査
研
究
、
火
山
噴
火
予
知

研
究
の
た
め
の
広
域
地
殻
変
動
監

視
な
ど
、
全
国
の
地
殻
変
動
を
監

視
し
て
い
る
。

　

電
子
基
準
点
の
解
析
に
よ
っ

て
、
地
震
が
ど
の
よ
う
な
地
殻
変

動
を
起
こ
し
た
か
、
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。地
殻
変
動
デ
ー
タ
は
、

地
震
を
引
き
起
こ
し
た
地
下
の
断

層
の
分
析
や
、
測
量
へ
の
影
響
を

評
価
す
る
た
め
活
用
さ
れ
る
。

　

３
月
11
日
14
時
46
分
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
（
Ｍ
９
・
０
、

最
大
震
度
７
）で
は
本
震
発
生
時
、

最
大
で
宮
城
県
石
巻
市
の
電
子
基

準
点
「
牡
鹿
」
が
、水
平
方
向
（
東

南
東
方
向
）
へ
約
５
・
３
㍍
動
き
、

上
下
方
向
に
約
１
・
２
㍍
沈
下
す

る
極
め
て
大
き
な
地
殻
変
動
が
観

測
さ
れ
た
。

　

宮
城
県
南
三
陸
町
の
電
子
基
準

点｢

志
津
川｣

で
も
、
東
南
東
方

向
へ
約
４
・
４
㍍
動
き
、
約
75
㌢

沈
下
し
た
こ
と
が
分
か
る
な
ど
、

北
海
道
か
ら
近
畿
地
方
に
か
け
て

広
い
範
囲
で
観
測
さ
れ
た
。

　

本
震
の
後
も
、
本
震
時
の
変
動

に
比
べ
る
と
僅
か
だ
が
、
緩
や
か

な
地
殻
変
動
が
続
い
て
い
る
。
島

根
県
「
三
隅
」
の
電
子
基
準
点
に

対
す
る
地
殻
変
動
を
計
算
す
る

と
、
東
北
地
方
を
中
心
に
東
向
き

の
地
殻
変
動
が
継
続
し
て
見
ら
れ

る
と
い
う
。
電
子
基
準
点
で
観
測

さ
れ
た
本
震
後
の
変
動
の
大
き

さ
は
、
３
月
19
日
ま
で
に
、
大
き

い
と
こ
ろ
で
20
㌢
を
超
え
て
い

る
。

　

地
震
後
に
地
殻
変
動
が
継
続
す

る
現
象
は
、
大
規
模
な
地
震
の
後

に
よ
く
見
ら
れ
る
。
余
震
に
伴
う

変
動
に
加
え
、
地
震
の
震
源
域
や

周
辺
で
発
生
す
る
断
層
面
の
滑
り

（
余
効
滑
り
）
が
原
因
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　

今
回
の
大
地
震
で
、
電
子
基
準

点
で
観
測
さ
れ
た
地
殻
変
動
デ
ー

タ
か
ら
、
国
土
地
理
院
は
震
源
断

層
モ
デ
ル
を
推
定
し
た
。
速
報
の

た
め
変
更
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
断
層
面
の
形
状
は
、
日
本
海

溝
に
沿
っ
た
２
枚
の
長
方
形
に
近

く
、
総
延
長
約
４
０
０
㌔
㍍
、
幅

約
80
～
85
㌔
㍍
、
上
端
部
の
深
さ

が
約
10
㌔
㍍
で
、
西
に
傾
き
下
が

る
断
層
面
が
推
定
さ
れ
た
。

（
左
の
９
面
に
続
く
）

↓
本
震
に
伴
う
右
＝
水
平
方
向
、

左
＝
上
下
方
向
の
地
殻
変
動

Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
点

デ
ー
タ
で
解
析

地
震
後
も
地
殻

20
㌢
超
す
変
動

　

西
側
の
地
塊
が
東
側
に
対
し
て

乗
り
上
げ
る
よ
う
な
逆
断
層
運
動

が
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
す
べ

り
量
は
推
定
、
北
側
約
28
㍍
、
南

側
が
約
６
㍍
。
断
層
モ
デ
ル
か
ら

推
定
さ
れ
る
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
は
約
８
・
８
。
滑
り
分

布
か
ら
計
算
し
た
上
下
変
動
に
よ

る
と
、
岩
手
県
か
ら
茨
城
県
に
か

け
て
の
太
平
洋
沿
岸
で
大
き
な
沈

降
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
航
空
機
や
衛
星
で
撮
影

し
た
画
像
を
使
い
、
大
津
波
で
浸

水
し
た
地
域
の
面
積
を
分
析
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
、
東
北
か
ら
関

東
の
太
平
洋
沿
岸
の
結
果
を
ま
と

め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
青
森
県

か
ら
千
葉
県
に
か
け
て
の
６
県

で
、
浸
水
地
域
は
５
６
１
平
方
㌔

㍍
に
及
び
、
こ
れ
は
東
京
の
Ｊ
Ｒ

山
手
線
の
内
側
の
約
９
倍
に
当
た

る
と
い
う
。

　

県
別
で
は
、
宮
城
県
が
３
２
７

平
方
㌔
㍍
で
最
も
広
く
、
次
い
で

福
島
県
１
１
２
平
方
㌔
㍍
、
岩
手

県
58
平
方
㌔
㍍
、
青
森
県
24
平
方

㌔
㍍
、
茨
城
県
23
平
方
㌔
㍍
、
千

葉
県
17
平
方
㌔
㍍
。
市
町
村
別
で

は
、
宮
城
県
石
巻
市
が
73
平
方
㌔

㍍
、
仙
台
市
52
平
方
㌔
㍍
、
福
島

県
南
相
馬
市
39
平
方
㌔
㍍
、
宮
城

県
東
松
島
市
37
平
方
㌔
㍍
、
同
県

亘
理
町
35
平
方
㌔
㍍
な
ど
。

　

特
に
仙
台
市
若
林
区
は
区
の
面

積
の
60
％
余
り
が
浸
水
、
亘
理
町

や
宮
城
県
岩
沼
市
も
、
行
政
区
域

の
半
分
近
く
が
浸
水
し
た
。

　

概
括
的
に
言
え
ば
、
東
北
地
方

は
東
南
東
に
最
大
５
㍍
前
後
ず

れ
、
地
域
に
よ
り
１
㍍
前
後
地
盤

沈
下
。
太
平
洋
沿
岸
各
地
で
、
大

津
波
に
よ
る
浸
水
が
広
範
囲
に
及

ん
だ
。

　

別
の
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。

新
た
な
街
づ
く
り
、
復
旧
・
復
興

か
ら
国
土
再
生
へ
の
計
画
策
定
に

も
、正
確
な
地
図
は
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
大
地
震
に
よ
る
地
殻
変

動
の
影
響
で
、
観
測
の
基
準
点
そ

の
も
の
も
動
い
た
の
だ
。

　

国
土
地
理
院
は
定
期
的
に
観
測

結
果
を
公
表
し
て
き
た
が
、
３
月

14
日
以
後
、
地
殻
変
動
が
大
き
か

っ
た
地
域
の
基
準
点
測
量
成
果

（
電
子
基
準
点
、三
角
点
、水
準
点
）

の
公
表
を
停
止
し
た
。
そ
の
範
囲

は
甲
信
越
、
関
東
、
東
北
の
全
域

に
及
ぶ
。

　

災
害
時
に
ど
う
避
難
す
れ
ば
安

全
か
な
ど
各
市
町
村
が
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
改
定
し
た
り
、
地
域
の

復
興
・
再
生
計
画
策
定
の
た
め
に

も
、
観
測
点
の
再
整
備
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。国
土
地
理
院
は「
早

急
に
電
子
基
準
点
の
測
量
成
果
を

改
定
し
、
三
角
点
や
水
準
点
も
改

測
作
業
を
し
て
、
基
準
点
測
量
成

果
を
改
定
し
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

宮
城
県
の
浸
水

６
県
で
最
広
域

基
準
点
も
被
災

再
整
備
が
急
務

左は岩手県陸前高田市
の高田松原（1977年
撮影）。右は大震災後
の惨状。（２・３面に
地上からの写真）

（
右
の
８
面
か
ら
続
く
）

新東名、静岡県内区間162km 来年度開通へ
　

新
東
名
は
、
１
９
６
９
年
開

通
の
東
名
、
名
神
両
高
速
道
路

が
、
日
本
経
済
発
展
に
伴
う
交

通
量
の
増
大
で
慢
性
的
渋
滞
状

態
に
な
っ
て
お
り
、
施
設
や
機

能
の
老
朽
化
も
目
立
つ
た
め
、

東
京
圏
～
中
部
圏
～
関
西
圏
を

結
ぶ
大
動
脈
の
抜
本
的
サ
ー
ビ

ス
改
善
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
化
に

よ
る
信
頼
性
向
上
を
目
指
し
て

計
画
さ
れ
た
。

　

旧
日
本
道
路
公
団
民
営
化
の

際
、
特
殊
法
人
に
よ
る
む
だ
遣

い
の
例
と
し
て
一
時
、
計
画
廃

止
論
も
出
た
が
、
沿
線
各
都
市

　

新
た
な
開
通
を
目
指
す
新
東
名
高
速
道
路
の
建
設
が
、
静
岡
県
内
区
間
の
来
年
度
完
成
に
向
け
、

同
県
内
で
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
特
に
、
東
日
本
大
震
災
で
東
北
道
、
常
磐
道
が
早
期
復
旧
で
き
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
救
援
、
復
旧
に
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
新

東
名
が
防
災
面
で
果
た
す
役
割
に
、
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

や
学
識
者
ら
が
日
本
の
将
来
に

不
可
欠
と
し
、
新
東
名
・
名
神

計
画
は
経
費
節
減
に
努
め
な
が

ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

静
岡
県
内
の
新
東
名
は
、
御

殿
場
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
～
引
佐
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
三
ケ
日

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
１
６
２
㌔
㍍
を⇒

　

⇒ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が

先
行
整
備
区
間
と
し
て
工
事
を

進
め
て
お
り
、
橋
梁
や
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
の
大

部
分
が
で
き
、
２
０
１
２
年
度

完
成
が
迫
っ
て
い
る
。

　

静
岡
県
交
通
基
盤
部
は
、
新

東
名
の
早
期
開
通
が
必
要
な
理

由
と
し
て
、
現
東
名
の
渋
滞
が

同
県
内
で
年
々
激
し
く
な
り
、

年
間
１
１
０
０
回
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
08
年
資
料
を
基
に
同

県
で
作
成
）
も
渋
滞
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
同
県

は
隣
接
す
る
神
奈
川
、
愛
知
県

と
と
も
に
製
造
品
出
荷
額
が
全

国
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
（
３
県
年

間
計
約
85
兆
円
＝
全
国
の
４
分

の
１
）
で
、
貨
物
・
旅
客
輸
送

と
も
、
東
名
利
用
率
が
極
め
て

高
い
た
め
だ
。

　

一
方
、
防
災
面
で
新
東
名
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
の

は
、
一
昨
年
８
月
の
駿
河
湾
地

震
で
、
同
県
牧
之
原
市
内
の
東

名
上
り
線
で
盛
り
土
が
崩
落

し
、
焼
津
～
袋
井
間
が
５
日
間

通
行
止
め
に
な
っ
た
際
、
迂
回

路
の
国
道
１
号
、
１
５
０
号
な

ど
が
大
渋
滞
し
社
会
経
済
活

動
、
住
民
生
活
が
混
乱
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
。
緊
急
対
策

と
し
て
、
走
行
路
が
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
た
新
東
名
の
島
田
市
内

の
一
部
区
間
を
国
道
１
号
の
迂

回
路
と
し
て
開
放
、
万
一
の
際

に
東
名
の
補
完
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

　

静
岡
県
は
東
海
地
震
の
恐
れ

が
指
摘
さ
れ
る
。
特
に
静
岡
市

の
薩
埵
（
さ
っ
た
）
峠
付
近
は
、

海
岸
の
狭
い
範
囲
に
東
名
、
国

道
１
号
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
が
折

り
重
な
る
よ
う
に
走
っ
て
お

り
、
東
海
地
震
で
こ
れ
ら
が
麻

痺
す
る
と
、
太
平
洋
岸
の
東
西

交
通
が
危
機
に
陥
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。

　

新
東
名
は
現
東
名
よ
り
山
側

を
走
る
た
め
、
津
波
被
害
も
受

け
に
く
い
こ
と
が
改
め
て
東
日

本
大
震
災
を
機
に
確
認
さ
れ
、

同
県
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は

12
年
度
開
通
に
一
層
力
を
入
れ

る
旨
を
申
し
合
わ
せ
た
。

東
名
の
補
完
を

防
災
面
も
期
待

新東名と中部横断自動車道とが交差する吉原ＪＣＴ（上）
と、東西を結ぶ幹線道路が集中する「薩埵峠」付近（右）

慢
性
的
渋
滞
に

ダ
ブ
ル
大
動
脈


